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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体内挿入管部の基端に操作部が連結された構成の内視鏡を滅菌装置に格納する際に載置
するための内視鏡滅菌用トレイにおいて、
　上記体内挿入管部が緩く嵌め込まれる体内挿入管部案内溝と上記操作部が緩く嵌め込ま
れる操作部嵌め込み溝とが各々表面部分から窪んだ状態に形成されていて、上記体内挿入
管部案内溝内に嵌め込まれた上記体内挿入管部を載せるための線状又は点状の突起が上記
体内挿入管部案内溝の底面に上方に向けて突出形成されていることを特徴とする内視鏡滅
菌用トレイ。
【請求項２】
　上記線状の突起が、上記体内挿入管部案内溝の長手方向に沿って上記体内挿入管部案内
溝の底面の中央位置付近に形成されている請求項１記載の内視鏡滅菌用トレイ。
【請求項３】
　上記線状の突起が長手方向に間隔をあけて複数形成されている請求項１又は２記載の内
視鏡滅菌用トレイ。
【請求項４】
　上記体内挿入管部案内溝の底面に形成された上記複数の線状の突起と突起との間に、上
記挿入管案内溝の底面の裏側に貫通する水抜き孔が形成されている請求項３記載の内視鏡
滅菌用トレイ。
【請求項５】
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　上記操作部嵌め込み溝の底面にも、上記操作部嵌め込み溝に嵌め込まれた上記操作部を
載せる線状又は点状の突起が上方に向けて突出形成されている請求項１、２、３又は４記
載の内視鏡滅菌用トレイ。
【請求項６】
　上記体内挿入管部案内溝の側面にも、上記体内挿入管部案内溝の内方に向いて線状又は
点状の突起が突出形成されている請求項１、２、３、４又は５記載の内視鏡滅菌用トレイ
。
【請求項７】
　上記体内挿入管部案内溝の側面に形成された線状又は点状の突起が、上記体内挿入管部
案内溝の両側面に交互に位置をずらして配置されている請求項６記載の内視鏡滅菌用トレ
イ。
【請求項８】
　上記体内挿入管部案内溝の側面に形成された線状の突起が、上記体内挿入管部案内溝の
周方向に沿って形成されている請求項６又は７記載の内視鏡滅菌用トレイ。
【請求項９】
　上記線状又は点状の突起の突端がアール面状に形成されている請求項１ないし８のいず
れかの項に記載の内視鏡滅菌用トレイ。
【請求項１０】
　上記体内挿入管部案内溝が途中で複数に分岐して形成されている請求項１ないし９のい
ずれかの項に記載の内視鏡滅菌用トレイ。
【請求項１１】
　上記体内挿入管部案内溝にどの機種の内視鏡の体内挿入管部が嵌め込まれても、上記体
内挿入管部の先端が上記体内挿入管部案内溝の直線部分に位置するように構成されている
請求項１０記載の内視鏡滅菌用トレイ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、内視鏡を滅菌装置に格納する際に載置するための内視鏡滅菌用トレイに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡滅菌用トレイには一般に、体内挿入管部が緩く嵌め込まれる体内挿入管部案内溝
と、体内挿入管部の基端に連結された操作部が緩く嵌め込まれる操作部嵌め込み溝等が、
各々表面部分から窪んだ状態に形成されている（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開２００２－１７８２４
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、従来の内視鏡滅菌用トレイにおいては、体内挿入管部案内溝が単純に体内挿入
管部を緩く嵌め込むだけの構成になっていて、体内挿入管部が体内挿入管部案内溝の底面
に面接触する状態になるので、その部分では体内挿入管部が滅菌ガスによって十分に滅菌
されず、滅菌装置から取り出された内視鏡が必ずしも完全に滅菌されていない場合があっ
た。
【０００４】
　そこで本発明は、滅菌装置に格納される内視鏡を、滅菌状態が部分的に不十分にならな
いように載置することができる内視鏡滅菌用トレイを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡滅菌用トレイは、体内挿入管部の基端に操
作部が連結された構成の内視鏡を滅菌装置に格納する際に載置するための内視鏡滅菌用ト



(3) JP 4648773 B2 2011.3.9

10

20

30

40

50

レイにおいて、体内挿入管部が緩く嵌め込まれる体内挿入管部案内溝と操作部が緩く嵌め
込まれる操作部嵌め込み溝とが各々表面部分から窪んだ状態に形成されていて、体内挿入
管部案内溝内に嵌め込まれた体内挿入管部を載せるための線状又は点状の突起が体内挿入
管部案内溝の底面に上方に向けて突出形成されているものである。
【０００６】
　なお、線状の突起が、体内挿入管部案内溝の長手方向に沿って体内挿入管部案内溝の底
面の中央位置付近に形成されていてもよく、線状の突起が長手方向に間隔をあけて複数形
成されて、体内挿入管部案内溝の底面に形成された複数の線状の突起と突起との間に、挿
入管案内溝の底面の裏側に貫通する水抜き孔が形成されていてもよい。
【０００７】
　また、操作部嵌め込み溝の底面にも、操作部嵌め込み溝に嵌め込まれた操作部を載せる
線状又は点状の突起が上方に向けて突出形成されていてもよく、体内挿入管部案内溝の側
面にも、体内挿入管部案内溝の内方に向いて線状又は点状の突起が突出形成されていても
よい。そして、体内挿入管部案内溝の側面に形成された線状又は点状の突起が、体内挿入
管部案内溝の両側面に交互に位置をずらして配置されているとよく、体内挿入管部案内溝
の側面に形成された線状の突起が、体内挿入管部案内溝の周方向に沿って形成されていて
もよい。
【０００８】
　なお、線状又は点状の突起の突端がアール面状に形成されていると、内視鏡に対する接
触部位が極細の線状になって、より完璧な滅菌処理を行うことができる。
　また、体内挿入管部案内溝が途中で複数に分岐して形成されていてもよく、体内挿入管
部案内溝にどの機種の内視鏡の体内挿入管部が嵌め込まれても、体内挿入管部の先端が体
内挿入管部案内溝の直線部分に位置するように構成されているとよい。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、体内挿入管部案内溝内に嵌め込まれた体内挿入管部を載せるための線
状又は点状の突起が体内挿入管部案内溝の底面に上方に向けて突出形成されていることに
より、トレイに対する体内挿入管部の接触面積を極めて小さくすることができるので、内
視鏡を滅菌状態が部分的に不十分にならないように載置することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　体内挿入管部の基端に操作部が連結された構成の内視鏡を滅菌装置に格納する際に載置
するための内視鏡滅菌用トレイにおいて、体内挿入管部が緩く嵌め込まれる体内挿入管部
案内溝と操作部が緩く嵌め込まれる操作部嵌め込み溝とが各々表面部分から窪んだ状態に
形成されていて、体内挿入管部案内溝内に嵌め込まれた体内挿入管部を載せるための線状
又は点状の突起が体内挿入管部案内溝の底面に上方に向けて突出形成されている。
【実施例】
【００１１】
　図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図５は、使用後に蒸気滅菌するために本発明の内視鏡滅菌用トレイに載せられる内視鏡
の一例を示しており、体内に挿入される可撓性の体内挿入管部１の基端に操作部２が連結
され、図示されていない光源装置（兼ビデオプロセッサ）に接続されるコネクタ部３が先
端に取り付けられたライトガイドケーブル４が操作部２から延出している。ただし、本発
明は、体内挿入管部１が可撓性を有していない硬性内視鏡等にも適用することができる。
【００１２】
　図６は内視鏡滅菌用トレイの一実施例の平面図、図７はその斜視図であり、トレイは、
病院の内視鏡室内等に設置される蒸気滅菌装置内に格納できる大きさの長方形状に形成さ
れている。なお、図６においては理解の助けのために平面部１０を砂目状に図示してある
。
【００１３】
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　内視鏡滅菌用トレイの外辺に近い部分には、体内挿入管部１を緩く嵌め込むための体内
挿入管部案内溝１１が形成され、ライトガイドケーブル４を緩く嵌め込むためのライトガ
イドケーブル案内溝１４が体内挿入管部案内溝１１の内側に並ぶ形で形成されている。
【００１４】
　操作部２を緩く嵌め込むための操作部嵌め込み溝１２とコネクタ部３を緩く嵌め込むた
めのためのコネクタ部嵌め込み溝１３は、各々体内挿入管部案内溝１１と重なり合わない
ように体内挿入管部案内溝１１の内側のスペースに形成され、ライトガイドケーブル案内
溝１４とは共に一部で重なり合っている。
【００１５】
　図６におけるＩ－Ｉ断面を図示する図１に示されるように、内視鏡滅菌用トレイには中
程の深さの位置に平面部１０（表面部分）が形成されていて、体内挿入管部案内溝１１は
底部近くの深い位置に形成されている。また、図１に図示されていない操作部嵌め込み溝
１２、コネクタ部嵌め込み溝１３及びライトガイドケーブル案内溝１４等も、平面部１０
から適宜潜った深さに形成されている。
【００１６】
　図６に戻って、Ｉ－Ｉ断面の位置がそうであるように、体内挿入管部案内溝１１は途中
で並列に二列に分岐して形成されており、内視鏡の機種の相違等に応じて体内挿入管部案
内溝１１を選択してその一方に体内挿入管部１を通すことができる。
【００１７】
　ただし、どの機種の内視鏡の場合であっても体内挿入管部１の先端が体内挿入管部案内
溝１１の直線部分に位置して、体内挿入管部１の先端付近に曲がり癖がつかないように配
慮されている。
【００１８】
　図６と図７に示される１５は水抜き孔であり、体内挿入管部案内溝１１以外の各部にも
多数形成されている。１６は、蒸気滅菌装置内に設けられている受け等に係合させるため
の鍔であり、外縁部の全周にわたって形成されている。
【００１９】
　図８は、トレイに内視鏡が載置された状態の平面図、図９はその状態に置かれた内視鏡
だけを抜き出して示しており、先ず操作部２が操作部嵌め込み溝１２に嵌め込まれて、体
内挿入管部１が体内挿入管部案内溝１１に嵌め込まれ、次いでライトガイドケーブル４が
ライトガイドケーブル案内溝１４に嵌め込まれて、最後にコネクタ部３がコネクタ部嵌め
込み溝１３に嵌め込まれる。
【００２０】
　このとき、図８に示されるように、内視鏡の体内挿入管部１と操作部２とコネクタ部３
とライトガイドケーブル４の中の二つの部分が上下方向で重なり合う部分Ａができるが、
各溝１１，１２，１３，１４に深さの差が形成されているので、互いにぶつかり合うこと
はない。
【００２１】
　前述の図６、図７及び図１に示されるように、体内挿入管部案内溝１１の底面には、体
内挿入管部１を載せるための線状の底面突起２１が上方に向けて突出形成されている。そ
の底面突起２１は体内挿入管部案内溝１１の軸線と平行方向に体内挿入管部案内溝１１の
中央位置（溝の幅の中央位置）付近に、長手方向に間隔をあけて複数形成されており、そ
の底面突起２１と底面突起２１との間の位置に、体内挿入管部案内溝１１の裏面側に貫通
する水抜き孔１５が形成されている。
【００２２】
　また、体内挿入管部案内溝１１の左右両側の側面の内面部分には、体内挿入管部案内溝
１１の内方に向かって突出する線状の側面突起２２が、体内挿入管部案内溝１１の周方向
に沿う方向に形成されている。側面突起２２は、内視鏡の体内挿入管部１を体内挿入管部
案内溝１１にセットし易いように、体内挿入管部案内溝１１の両側面に交互に位置をずら
して配置されている。
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【００２３】
　図２と図３は、そのような体内挿入管部案内溝１１に形成された底面突起２１と側面突
起２２を拡大して示したものであり、図２は斜視図、図３は前出のＩ－Ｉ断面に対応する
拡大断面図である。また、図４は図３におけるIV－IV断面図である。
【００２４】
　各図に二点鎖線で示されるように、体内挿入管部案内溝１１に体内挿入管部１が嵌め込
まれると、体内挿入管部１は底面突起２１の上に載せられた状態になって、体内挿入管部
案内溝１１の底面に接触しない。また、側方においても側面突起２２の突端に当接して体
内挿入管部案内溝１１の側壁面に接触しない。したがって、その状態で滅菌処理が行われ
ると、体内挿入管部１に対するトレイの接触面積が非常に小さいので、体内挿入管部１の
外面全体が十分に滅菌される。
【００２５】
　また、図１～図４の各図に示されるように、この実施例の各底面突起２１と側面突起２
２の先端部分は、各々小さな半径のアール面状に滑らかに面取り形成されている。その結
果、体内挿入管部１の表面が傷付けられないだけでなく、体内挿入管部１に対する接触部
位が極めて細い線状になるので、滅菌装置内に格納されることにより、体内挿入管部１の
表面が漏れなくほぼ完全に滅菌される。
【００２６】
　また、図６及び図７に示されるように、本実施例の内視鏡滅菌用トレイにおいては、操
作部嵌め込み溝１２とコネクタ部嵌め込み溝１３の底面にも、そこに嵌め込まれる操作部
２とコネクタ部３を載せる線状の底面突起３１，４１が突出形成されている。それらはい
わば魚の骨状の形状で連続的に形成されている。
【００２７】
　また、ライトガイドケーブル案内溝１４の底面と側面にも体内挿入管部案内溝１１と同
様の線状の底面突起５１と側面突起５２とが突出形成されている。このような構成により
、操作部２、コネクタ部３及びライトガイドケーブル４の各部もトレイとの接触面積が非
常に小さくて十分な滅菌処理を受けることができる。
【００２８】
　なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、線状の突起２１，２２に代えて
、例えば、図１０に示されるように点状の突起２１′，２２′をトレイから突出形成して
もよく、その場合に、点状の突起２１′，２２′の先端部分を球状に丸まった形状に形成
すれば内視鏡との接触面積を微小なものにすることができる。
【００２９】
　また、本発明のトレイは高温高圧の蒸気以外の例えばエチレンオキサイドガスその他の
手段で滅菌されるものであってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の実施例の内視鏡滅菌用トレイの体内挿入管部案内溝部分の縦断面図（図
６におけるＩ－Ｉ断面図）である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡滅菌用トレイの体内挿入管部案内溝内に形成された突起
部分の拡大斜視図である。
【図３】本発明の実施例の内視鏡滅菌用トレイの体内挿入管部案内溝部分の拡大縦断面図
である。
【図４】本発明の実施例の内視鏡滅菌用トレイの体内挿入管部案内溝部分の拡大平面断面
図（図３におけるIV－IV断面図）図である。
【図５】本発明の実施例の内視鏡滅菌用トレイに載せられる内視鏡の一例の外観図である
。
【図６】本発明の実施例の内視鏡滅菌用トレイの平面図である。
【図７】本発明の実施例の内視鏡滅菌用トレイの斜視図である。
【図８】本発明の実施例の内視鏡滅菌用トレイに内視鏡が載せられた状態の平面図である
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【図９】本発明の実施例の内視鏡滅菌用トレイに載せられた状態の内視鏡だけを抜き出し
て示す平面図である。
【図１０】本発明の第２の実施例の内視鏡滅菌用トレイの体内挿入管部案内溝内に形成さ
れた突起部分の拡大斜視図である。
【符号の説明】
【００３１】
　１　体内挿入管部
　２　操作部
　１０　平面部（表面部分）
　１１　体内挿入管部案内溝
　１２　操作部嵌め込み溝
　１５　水抜き孔
　２１，２１′，３１，４１，５１　底面突起
　２２，２２′，５２　側面突起

【図１】 【図２】
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